
電池に関する注意
 間違った電池の使い方は、電池の内容物が漏れたり、発熱・破裂の

原因となり、思わぬ事故、けがをすることがあります。また、本製品
の故障の原因となることもありますので次のことを必ずお守りくださ
い。

 ・ 分解、改造、ショ－ト、充電、100℃以上の加熱、火の中へ投
入などしないでください。

 ・ 電池の極性（＋と－の向き）に注意して、正しくセットしてください。
 ・ 本製品で指定されている電池以外は使用しないでください。
 ・ 長期間（3ヶ月以上）ご使用にならない場合は、本体から電池を

取り出し、別々に保管してください。
 ・ 電池の破棄、又は保存の際には、絶縁テープで電池の＋－極を包

むなどの処理をし、電池が他の金属や、電池と接触しないように
してください。また、破棄する際は各地方自治体の条例や規制等
に従ってください。

 ・ 直射日光、高温、多湿の場所を避け、子供の手の届かないところ
へ保管してください。

 ・ 取り出した電池は、誤って飲み込むことがないようにしてください。
万一、飲み込んでしまった場合は、直ちに医師に相談してください。

 ・ 万一、内容物が目や口に入ったり、皮膚に付着した場合は直ちに
水で洗い流し、ただちに医師に相談してください。衣服に付着し
た場合は水で洗い流してください。

はじめに
ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、各機能を十分にご理解の上、正しくお取り扱い
くださいますようお願いいたします。また、本書はお読みになった後も大切に保管してください。本製品の
仕様及び本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。万一弊社の製造販売に起因する不具合
がお買上より一年以内に発生した場合、無償修理いたしますのでお求めの販売店、営業所までご連絡くだ
さい。

海外移転に関するご注意
本製品は、「外国為替及び外国貿易法」の規制対象品です。本製品やその技術を海外移転する場合は、
事前に弊社にご相談ください｡

ID-C112X/1012X デジマチックインジケータ
Digimatic Indicator

User’s Manual
No. 99MAH025B
SERIES No. 543

警 告

ご使用上の注意
以下の行為、状況は本製品の故障・誤動作の原因となりますのでお気を付け
ください。
重　要 ・ 落下などの急激なショックを与えたり、過度の力を加えないでくだ

さい。
 ・ 分解、改造しないでください。
 ・ 尖ったもの（ドライバ－・ボ－ルペンの先など）でキ－操作をしな

いでください。
 ・ 直射日光のあたる場所、極端に熱い所・寒い所での使用、保管

は避けてください。
 ・ 空気の希薄な場所や高圧の場所では、材料の劣化などによる故障

の恐れがあります。
 ・ 湿気の多い場所での保管、水やクーラントの飛沫がかかる場所で

の使用は避けてください。
 ・ 電気ペン等の高電圧機器を使用した場合、電子部品が破壊され

る場合があります。また電気的ノイズの大きい場所での使用は誤
動作の恐れがあります。

 ・ ダイヤルゲ－ジスタンドなどに確実に固定し、振動のない場所でご
使用ください。

 ・ スピンドルに対し垂直な方向の荷重や、ねじれがかかるような使
用は避けてください。

 ・ お手入れの際は、乾いた柔らかい布・綿棒などをそのまま、もし
くは希釈した中性洗剤に浸してご利用ください。有機溶剤（シン
ナ－・ベンジン）を使用すると変形や故障の原因となります。

注　記 ・ 温度変動が大きい場所では、構成部品や固定治具類の熱膨張に
より誤差が大きく生じます。できるかぎり温度変動の少ないところ
でご使用ください。また、本製品を異なる温度の場所に移動して
使用する際は、十分温度に慣らしてからご使用ください。

廃棄に関する注意
 ・ 本製品には液晶および酸化銀電池が使用されています。それぞれ

の廃棄にあたっては、各地方自治体の条例または規制などに従っ
てください。

 ・ 液晶の内部には刺激性物質が含まれています。万一液状の内容
物が誤って目や皮膚などに付着した場合、清浄な流水で洗浄して
ください。口に入った場合は、直ちに口内を洗浄し大量の水を与
えて吐き出させた後医師に相談してください。

警 告

1. キャップ
2. 出力コネクタ（キャップ付）
3. LCD
4. 電池ホルダ
5. レバー取り付け部（左右）
6. 耳金
7. 平ウラブタ
 （符号、コードNo.にBがつく機種のみ）
8. レリーズ取り付け穴（キャップ付）
9. ステム
10. スピンドル
11. 測定子
12. DATA ON/OFFキー
13. SETキー
14. MODEキー
15. ホールド表示
16. 符号表示
17. 逆カウント表示
18. ファンクションロック表示
19. 電源電圧警告表示
20. INC 表示
21. 演算機能表示
22. 公差判定表示（－NG）
23. 公差判定表示（OK）
24. 公差判定表示（+NG）
25. プリセット表示
26. 単位表示
27. 測定値表示（公差判定拡大表示）

単位：mm1. 各部名称・寸法

1

5

ø
54

ø
59

7.6

28.8 20ø10.9

50
.1

46
.5

54
.4

17
21

.2

7.
3

ø8 -0.009
 0

ø6.5

M2.5x0.45

3

(B)

(A)

4

2

5

6

9

8

7

10

11

2. 仕様

3. オプション（別売）
・ No. 905338: 接続ケーブル（1m）  ・  No. 21EZA198: リフティングレバー
・ No. 905409: 接続ケーブル（2m）  ・  No. 21EZA105: リフティングノブ
・ No. 540774: レリーズ
・ ミツトヨダイヤルゲージ用各種替測定子、継足ロッド
・ ミツトヨ標準形（２シリーズ）ダイヤルゲージ用各種ウラブタ
・ ミツトヨダイヤルゲージ用各種カラーキャップ（防水タイプ）

4. セットアップ
4.1 電池のセット（交換）
本製品は、酸化銀電池（SR44）１個を使用します。
1. ドライバなどを使い電池ホルダを取り外します。
2. 電池交換の場合は、古い電池を取り出します。
3. 新しい電池を "＋" 表示が前に向くように電池ホルダにセット

します。
4. 電池ホルダを元通り取り付けます。（[------] 表示点灯）
5. SETキーを2回押します。（ABS 系測定モード開始）
6. 必要に応じて機能の設定を行ってください。（「7. 機能と操

作方法」参照）

重　要 ・ 電池ホルダが正しく取り付けられていないと異常表
示や故障の原因となります。

 ・ 上記の操作を行なっても測定モードにならない場合
は、電池をセットし直してください。

 ・ 3ヶ月以上本製品をご使用にならない場合、電池の
液漏れによる機器の破損の恐れがありますので電池
を取り外し別々に保管してください。

注　記 ・ 本製品は電池をセットしない状態で出荷されておりま
す。電池をセットしてからお使いください。

 ・ 電池ホルダを取り出す場合は、先の尖ったものを用
いたり、無理にこじあけたりしないでください。電池
ホルダが破損する場合があります。

 ・ 標準付属の電池は、機能や性能を確認するためもの
です。所定の寿命を満たさない場合がございますので
ご了承ください。

 ・ 電池を交換すると全ての設定がクリアされます。全
ての設定をやり直してください。
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符号*1 ID-C112X   ID-C1012X
コードNo.*1 543-390   543-400
測定範囲 12.7ｍｍ
最小表示量 0.001/0.01mm   0.01mm
広範囲行き精度*2 0.003mm以下   0.02mm以下
戻り誤差*2 0.002mm以下   0.02mm以下
繰返し精密度*2 0.002mm以下   0.01mm以下
ステム φ8mm
測定子 超硬（Ｍ2.5ｘ0.45)
測定力 1.5Ｎ以下   0.9Ｎ以下  
測定方向 全方向
保護等級*3 IP42相当（但し、工場出荷時状態に限る）
CEマーキング EN61326-1:2006 (Immunity test requirement: Class A / Emission limit: Class B)
電源 酸化銀電池SR44（1個、No.938882、電池寿命： 連続約7,000時間*4）
位置検出方法 静電容量式アブソリュートエンコーダ
温度範囲 使用温度範囲：0℃～40℃、保存温度範囲： －10℃～60℃  
本体重量 170ｇ
標準付属品 取扱説明書、簡易取扱説明書、検査成績書、保証書、SR44（1個）、WEEE説明書
*1： 平ウラブタ機種はコードNo.の後に’B’が付き（例： 543-390B）、それ以外は耳金付ウラブタになります。
*2： 20℃、通常測定時、量子化誤差（±1カウント）を含みません。
*3： 保護等級（IP-International Protection）表示はIEC 60529 / JIS C 0920 に基づきます。
*4： データ処理機器未接続時の場合です。

電池セット直後

小数点

単位全て"F"(1111) 符号
＋
-

測定値

4.6 レリーズ（別売）の取付け 
レリーズ（別売）がご利用頂けます。
• レリーズ取り付け穴のゴムキャップを取り外し、レリーズを穴の
奥までしっかりねじ込みます。

重　要 ・ 取り外したゴムキャップは紛失しないように保管してく
ださい。

 ・ ゴムキャップを取り付ける際にはねじ込むように取り付
けます。

 ・ レリーズを取り付けない場合は、必ずゴムキャップを取
り付けてください。

 ・ レリーズ以外のものを差し込んだり、過剰に力がかかる
と故障する恐れがあります。

 ・ レリーズが緩んだ状態でスピンドルを上下させると、内
部部品を損傷させる恐れがあります。

4.7 測定子の交換
弊社ダイヤルゲ－ジ用オプションの各種特殊測定子・継足ロッドが
ご利用頂けます。品揃えはカタログをご覧ください。
•  スピンドルが回らない様に、スピンドルをウェスなどを介してプ
ライヤで固定し、別のプライヤで測定子をはさみ、測定子を回し
て取り外し・取付けます。

重　要 ・ 上記作業の際スピンドルの固定を行なわない
と、故障する恐れがあります。

 ・ 測定子の変更に伴い、外観寸法・測定力の変
化、測定方向の制限が生じる場合があります。
また測定精度に測定子の器差（フラット測定
子の直角度、ロ－ラ測定子の芯振れなど）が
累積します。

5.2 出力コネクタ

5.3 出力フォーマット

 4.5 リフティングノブ（別売）の取付け
リフティングノブ（別売）がご利用頂けます。
1.  本製品のキャップを反時計方向に回して取り外します。
2. スピンドルが回らないように、ウェスなどを介してプライヤで
固定し、スピンドル上端のねじ (M2.5) を取り外します。

3. リフティングノブをスピンドル上端に取り付けます。

重　要 ・ 取り外したねじとキャップは紛失しないように保管して
ください。

 ・ リフティングノブ（ストップねじ）が緩んだ状態で使用
すると、内部部品や測定物を損傷させる恐れがあります。

 ・ リフティングノブ（ストップねじ）を取り付けない場合
は、必ず取り外したねじをスピンドル上端に取り付けて
ください。内部部品や測定物を損傷する恐れがあります。

Pin No.

ID-C X

1

2*1

3*1

4*1

5*2

------

Cable

1

2

3

4

5

6 - 10

Signal

GND

DATA

CK

RD

REQ

N.C.

I/O

------

O

O

O

I

------

5.4 タイミングチャート

4.2 表示部の角度調整
表示部は、初期位置から時計回りに 240°（A）、反時計回りに 90°（B）
まで回転します。（回転範囲は「1.  各部名称・寸法」参照）

重　要 ・ （A）、（B）にストッパが入っていますので、これを超え
て回転させないで下さい。故障の原因となります。

 ・ 表示部を引き抜いたり、押しこんだりしないでください。
故障の原因となります。

4.3 スタンド、治具への取付け
スタンド又は各種フィクスチャ、治具等に固定、もしくは取り付け
てお使いください。

重　要 ・ 止めねじなどでステムを直接締め付けて固定する方法は
できるだけ避けてください。300cNm以上の締め付け
トルクで固定した場合、作動不良が生じる恐れがあります。

注　記 ・ スピンドルが基準面と被測定面に対して垂直になるよう
に固定してください。軸線（スピンドル）が基準面に垂
直でない場合、測定値に誤差が加算されます。

  →例えば、基準面から軸線の傾斜角度 の時の測定値
12mmあたりの誤差 は

   = 1°:  = 0.002mm　  = 2°:  = 0.007mm
 = 3°: = 0.016mmとなります。

 ・ 治具などに取付ける際は、ø8G7（＋0.005～＋0.02）程
度の嵌合部を持つすり割り付きのホルダにてステムを固
定する方法をお勧めします。

ø8 +0.02
+0.005

5. デ－タ出力
5.1 ケーブルの接続
接続ケーブル（別売）を用いて、デジマチックミニプロセッサDP-1VR
等のデータ処理装置に接続し、測定値の転送や集計、記録を行うこと
ができます。
• 出力コネクタのキャップを取り外し、接続ケーブルでデータ処理装置と
接続してください。

 ケーブルは奥までしっかり差し込んでください。

重　要 ・ 取り外したキャップは、紛失しないように保管してください。
 ・ 接続ケーブルを使用しない場合は必ずキャップを取付け

てください。

6. エラ－表示と対策
ABS合成エラー
スピンドル移動中に表示される（直ぐに消える）場合がありますが、内部処
理によるもので異常ではありません。静止状態で発生する場合は、内部セ
ンサが故障しています。
[対策]
• 修理が必要ですので、お求めの販売店、代理店または弊社営業所にご
相談ください。

電源電圧低下
電池が消耗しています。
[対策]
• 新しい電池に交換してください
表示オーバーフロー
測定値が表示可能桁数を超えています。
[対策]
• ABS系では、SETキーを押して測定原点の設定に入り、プリセット値を
設定し直してください。

• INC系では、適切な位置でSETキーを押してゼロセットしてください。
• MODEキーを長く押してパラメータ設定モードに入り、最小表示量を
適切な最小表示量に切換えてください。（0.001mm機種のみ）

センサ汚染検出エラー
急激な温度変化により、検出部が結露したか、またはそれ以外の原因で
検出部が汚染されています。
[対策]
• 電源をOFFにし、2時間ほど温度慣らしを行ってください。
• 温度慣らしを行っても復帰しない場合は修理が必要ですので、お求め
の販売店、代理店または弊社営業所にご相談ください。

プリセット値設定エラー（通常測定）
通常測定のプリセット値が表示可能桁数を超えています。
[対策]
• SETキーを長く押して、プリセット値設定に戻り、適切な値に設定し直し
てください。

• SETキーを押して一旦測定モードに戻り、パラメータ設定モードにて適
切な最小表示量に切換えてください。（0.001mm機種のみ）

プリセット値設定エラー（演算測定）
演算測定のプリセット値が表示可能桁数を超えています。
[対策]
• SETキーを長く押して、プリセット値設定に戻り、適切な値に設定し直し
てください。

• SETキーを押して一旦測定モードに戻り、パラメータ設定モードにて適
切な最小表示量に切換えてください。（0.001mm機種のみ）

公差値設定エラー
上限値＜下限値に設定されています。
[対策]
• SETキーを押して、公差値設定に戻り、上限値＞下限値となるように設
定し直してください。

上限値設定エラー
上限値が表示可能桁数を超えています。
[対策]
• SETキーを長く押して、上限値設定に戻り、適切な値に設定し直してく
ださい。

• SETキーを2回押して最小表示量の設定に入り、適切な最小表示量に
切換えてください。（0.001mm機種のみ）

下限値設定エラー
下限値が表示可能桁数を超えています。
[対策]
• SETキーを長く押して、下限値設定に戻り、適切な値に設定し直してく
ださい。

• SETキーを押して最小表示量の設定に入り、適切な最小表示量に切換
えてください。（0.001mm機種のみ）

演算係数設定エラー
演算係数が0.0000に設定されています。
[対策]
• SETキーを長く押して演算係数設定に戻り、演算係数を0.0000以外
の数値に設定し直してください。

キャップ

リフティングノブ

ねじ

ねじ

ストップ
ねじ

リフティング
レバー

ゴムキャップ レリーズ

4.4 リフティングレバー（別売）の取付け
リフティングレバー（別売）がご利用頂けます。
1.  本製品のキャップを反時計方向に回して取り外します。
2. スピンドルが回らないように、ウェスなどを介してプライヤで
固定し、スピンドル上端のねじ (M2.5) を取り外します。

3. リフティングレバーに付属しているストップねじを取付け、レ
バ－先端をストップねじに掛けながら、レバー取り付け部（ア
リ板）にリフティングレバーを取付けます。

重　要 ・ 「4.5 リフティングノブ」の重要を
ご参照ください。

キャップ

(1)

(5)

CMOS IC

Cable

ID-C X

1.55V

22kΩ

4700pF

REQ

*2

*1

IOL = 500μA
(VOL = 6.05V)

CK, RD, DATA

1 9

102

RD

REQ

DATA

CK
t5 t1 t2 t3 t4

1bit 2bit 52bit

10ms ≤ t1 < 150ms
0.1ms ≤ t2 < 0.2ms
0.1ms ≤ t3 < 0.2ms
0.1ms ≤ t4 < 0.2ms

t5はお使いの機器に
よります。

*3： REQは、CKが出力されるまでLowを保持してください。
 また、最終（52bit目）のCKの出力が完了する前にHighに
 戻してください。

*3
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Model name ID-C112X ID-C112MX ID-C112EX ID-C1012X ID-C1012MX ID-C1012EX
Code No.*1 543-390 543-391 543-392 543-400 543-401 543-402
Measuring range 12.7mm 12.7mm/.5”  12.7mm 12.7mm/.5” 
Resolution 0.001/0.01mm 0.001/0.01mm  0.01mm 0.01mm
  .00005/.0001/.0005”  .0005”
Overall*2 Within 0.003mm Within 0.003mm/±.0001” Within 0.02mm Within 0.02mm/±.001”
Hysteresis*2 Within 0.002mm Within 0.002mm/.0001” Within 0.02mm Within 0.02mm/.001”
Repeatability*2 Within 0.002mm Within 0.002mm/.0001” Within 0.01mm Within 0.01mm/.0005”
Stem ø8mm  3/8”DIA ø8mm  3/8”DIA
   (ø9.52mm)   (ø9.52mm)
Contact point Carbide  Carbide Carbide  Carbide
 (M2.5×0.45)  (No.4-48UNF) (M2.5×0.45)  (No.4-48UNF)
Measuring force 1.5N   0.9N  
Plunger direction Useful in all directions
Protection level*3  IP42 (in factory shipment state)
CE marking EN61326-1:2006 (Immunity test requirement: Class A / Emission limit: Class B)
Power supply SR44 silver oxide battery (1 pc., No. 938882, battery life: about 7000 hours in continuous service)
Scale Electrostatic capacitance absolute encoder
Temperature range Operation: 0 to 40°C, storage: –10 to 60°C  
Weight 170g
Standard accessories User’s Manual, Quick Reference Manual, inspection certificate, warranty, SR44 battery (1 pc.), WEEE guide
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7. 機能と操作方法
本製品には下記の機能が搭載されています。各機能の操作方法は、各
項目をご覧ください。
電源のON／OFF ....................................................... 7.1
測定モード................................................................. 7.2
 ・測定系（ABS／INC）の切換え ................................... 7.2.1
 ・測定原点とプリセット値の設定 ................................... 7.2.2
 ・表示値のゼロセット .................................................. 7.2.3
 ・表示値のホールド（外部機器と接続していない場合） ..... 7.2.4
 ・表示値の外部出力（外部機器と接続している場合）.......... 7.2.5
パラメータ設定モード .................................................. 7.3
 ・パラメータ設定モードの開始／終了 ......................... 7.3.1
 ・カウント方向の切換え ............................................. 7.3.2
 ・公差判定機能の設定 ............................................. 7.3.3
 ・最小表示量の切換え（0.001mm機種のみ） ............... 7.3.4
 ・演算機能の設定....................................................... 7.3.5
 ・ファンクションロック機能の解除／実行 ......................... 7.3.6

キーの押し方： 以下の説明では次の2通りに区別します。

7.1 電源のON／OFF
電源のON／OFFが行えます。
・電源ON： DATA ON/OFFキーを押してください。
・電源OFF： DATA ON/OFFキーを長く押してください。

7.2 測定モード
7.2.1 測定系（ABS／INC）の切換え
本製品にはABS系とINC系の2つの測定系が搭載されています。
測定モード中にSETキーを長く押してください。測定系（ABS - INC）が
切り換わります。
　ABS系： 測定原点からの距離を測る絶対値測定
　INC系： ゼロセットした位置からの変位を測る比較測定

7.2.3 表示値のゼロセット
INC系測定モード中にSETキーを押してください。表示がゼロセットさ
れます。

7.2.2 測定原点とプリセット値の設定
ABS系測定モードでは測定原点を設定（プリセット）して使用します。
プリセット値は、通常測定と演算測定それぞれに設定できます。
1. 測定原点の設定開始
 ABS系測定モード時にSETキーを押してください。“P”が点滅表示
を開始し、前回設定したプリセット値が表示され、測定原点が設定
可能になります。

 プリセット値を変更しない場合は、手順5に進んでください。
2. プリセット値の設定開始
 SETキーを長く押してください。符号が点滅表示を開始し、値の設
定が可能になります。

3. 符号の設定
 ・選択： MODEキーを押して符号を選択してください。
  MODEキーを押す度に「＋／- 」が切り換わります。
 ・確定： SETキーを押して符号を確定してください。
 符号が確定すると最上位の桁が点滅表示を開始し、数値が設定
可能になります。

4. 数値の設定
 ・選択： MODEキーを押して数値を選択してください。
  MODEキーを押す度に「0 → 1 → 2 ・・・ → 9 → 0」

の順で切り換わります。
 ・確定： SETキーを押して数値を確定してください。
 数値が確定すると次の桁が点滅表示を開始し、数値が変更可能
になります。

5. 測定原点*の設定
 設定したプリセット値**を再確認し、SETキーを押してください。プ
リセット値が測定原点に設定され、ABS系測定モードに戻ります。

 上記の手順を繰り返し、全ての桁の数値を確定します。
 最下位の桁の数値を確定すると“P”が点滅表示します。

* 測定原点（原点位置）の設定
 スピンドルを持ち上げ、測定子を基準
にしたい位置（測定原点）にセットして
ください。

** プリセット値が間違っていた場合は、SETキーを長く押して、
 手順3からやり直してください。

注　記 ・ 原点設定や指定の値へプリセットを行う場合は、スピ
ンドルを下死点から0.2mm以上持ち上げた位置で
行ってください。

 ・ 設定したプリセット値と測定原点は、電源をOFFにし
ても保持されます。ただし、電池を交換した時にはプ
リセット値がクリアされますので再設定してください。

 ・ プリセット値は、最小表示量切換えに合わせて自動的
に換算されますが、換算誤差が発生することがありま
す。最小表示量を切換えた場合は、プリセット値の確
認をお勧めします。

 ・ 途中で設定を中止・取り消す場合は、MODEキーを
長く押してください。

電源ON

電源OFF

測定系切換え・
ゼロセット

測定系切換え

ABS系測定モード

INC系測定モード

INC系測定モード

測定モード

測定原点の設定
（プリセット）開始

ゼロセット

確定

ABS系測定モード

プリセット設定モード

前回設定したプリセット値
が表示されます。
（初期設定： 000000）

確定

選択

設定中止・取消し

注　記 ・ 電源ONすると必ず測定モードで立上がります。
 ・ 電源ON時の測定系は、直前の電源OFF時の測定

系です。（測定系については「7.2.1 測定系（ABS - 
INC）の切換え」をご覧ください。）

 ・ DATAキーを押しても電源ONとならない場合は、電
池が消耗しています。電池を交換してください。

 ・ 各種設定の途中で電源OFFすると、設定中の内容は
全てキャンセルされ、設定前の状態に戻ります。

注　記 ・ ABS系からINC系へ切換えた場合は、表示も同時に
ゼロセットされます。

押す（2秒未満） 長く押す（2秒以上）

値の設定開始

設定やり直し

選択

設定例： 10.000mm

測定原点の設定
（プリセット）完了

注　記 ・ 公差判定拡大表示中はDATAキーを押しても表示値
のホールド機能は働きません。

7.2.4 表示値のホールド（外部機器と接続していない場合）
測定モード中にDATAキーを押してください。“H”が点灯し、表示値が
ホールド（固定）されます。ホールドを解除するには再度DATAキーを押
してください。

表示値ホールド

ホールド解除

注　記 ・ 公差判定拡大表示中はDATAキーによる外部出力は
出来ません。外部機器からの出力要求（REQ）が入
力された場合のみ、測定値を外部へ出力します。

 ・ 外部出力機能を利用する際は、接続するデータ処理
装置の取扱説明書を良くお読み頂き、正しくご利用願
います。

 ・ 外部機器より出力要求（REQ）を入力する場合は、
スピンドルが停止した状態で行ってください。

  スピンドル作動時に出力要求（REQ）を受けると間違っ
た値を出力することやデータ出力が出来ないことがあり
ます。

 ・ インターバルの短い出力要求（REQ）を受けた場合、
データ出力が出来ないことがあります。

7.2.5 表示値の外部出力（外部機器と接続している場合）
接続している外部機器へ表示値を出力します。接続ケーブルの取付
けは、「5.1 ケーブルの接続」を参照してください。
・ 表示値の出力
 測定モード中にDATAキーを押してください。接続している外部機
器へ表示値が出力されます。

 ケーブルの接続、ピンアサイン、出力データフォーマット、タイミング
チャートは「5. データ出力」をご覧ください。

表示値の出力

表示値を外部機器へ出力する

7.3 パラメータ設定モード
各種の設定を行うモードです。
7.3.1 パラメータ設定モードの開始／終了
1. パラメータ設定モードの開始
 測定モード中にMODEキーを長く押して
ください。

2. パラメータの選択と設定（パラメータ毎の
説明をご覧ください。）

3. パラメータ設定モードの終了
 MODEキーを長く押してください。測定モ
ードに戻ります。

パラメータ設定
モード開始

選択

確定

パラメータの
切換え

測定モード

カウント方向設定

パラメータ設定モード

設定開始
「7.3.2」参照

プリセット値を変更しない
手順5へ移る

公差判定機能設定

最小表示量設定

パラメータの
切換え

ファンクションロック設定

設定開始
「7.3.3」参照

設定開始
「7.3.5」参照

設定開始
「7.3.4」参照

設定開始
「7.3.6」参照

演算機能設定

モード開始
モード終了
設定中止

パラメータ設定モード
キー操作一覧

パラメータ設定
モード終了

測定モード

パラメータの
切換え

*0.001mm機種のみ

パラメータ
の切換え

パラメータ
の切換え

10
.0

00

注　記 ・ ファンクションロック機能が実行されている時は、ファ
ンクションロック機能の解除以外の操作は行えません。
他の項目を設定したい場合は、一旦ファンクションロッ
クを解除してください（「7.3.6 」参照）。

 ・ 途中で設定を中止する場合は、MODEキーを長く押
してください。但し、確定前の設定は反映されません。

 ・ 全ての設定は、電源をOFFにしても保持されます。
ただし、電池を交換した時には全てクリアされますの
で再設定してください。

注　記 ・ 上限値 <下限値と設定した場合、“Err 90”を表示し、
設定値はクリアされます。SETキーを押してエラー表
示を解除し、上限値から設定し直してください。（詳
細は、「4 エラー表示と対策」をご覧ください。）

 ・ 通常表示、拡大表示に別々の公差値を設定することは
できません。

 ・ 公差値は、最小表示量切換えに合わせて自動的に換
算されますが、換算誤差が発生することがあります。
最小表示量を切換えに場合は、公差値の確認をお勧
めします。 演算係数の設定開始

・ SETキーを長く押してください。
 最上位の桁が点滅表示を開始
 し、設定が変更可能になります。
・ 演算係数が変更不要な場合は、
 SETキーを押してください。
 次のパラメータへ移ります。

符号・数値の変更手順は、プリ
セット値の変更と同じです。「7.2.2 
手順3～手順4」をご覧ください。

設定例： 12.000mm

公差値設定

符号・数値の変更手順は、プリ
セット値の変更と同じです。「7.2.2 
手順3～手順4」をご覧ください。

・ 演算係数は0.0001～99.9999
 の任意の値が設定可能です。
・ 数値の変更手順は、プリセット
 値と同じです。「7.3 手順4」をご
 覧ください。

設定例： 11.500mm

下限値の設定開始
・ SETキーを長く押してください。
 符号が点滅表示を開始し、設定
 が変更可能になります。
・ 変更不要な場合は、SETキーを
 押してください。次のパラメータ
 設定へ移ります。

下限値の設定開始

注　記 ・ ファンクションロックの実行は、パラメータ設定モード
を終了し、測定モードに戻った時から機能します。

7.3.6 ファンクションロック機能の解除／実行
ファンクションロック機能（設定変更禁止）の解除／実行の設定ができ
ます。ファンクションロック機能を実行すると、キーの誤操作を防ぐため
に、電源ON/OFF、表示値のホールド／解除、表示値の出力、ファンク
ションロック機能の解除以外の操作が出来なくなります。

1. パラメータ設定モード開始（「7.3.1 手順1」参照）
2. パラメータの選択（「7.3.1 手順2」参照）
 ファンクションロック機能が設定可能になります。
3. ファンクションロック機能の実行／解除の選択
 ・選択： MODEキーを押して実行／解除を選択してください。

MODEキーを押す度に切り換わります。
 ・確定： SETキーを押して確定してください。
 ファンクションロック機能が確定すると次のパラメータ設定へ移ります。

ファンクション
ロック機能の設定
開始

ファンクションロック機能解除

ファンクションロック機能実行

項目の切換え

ファンクションロック
機能の設定

注　記 ・ 演算係数は、最小表示量の切換えを行っても換算さ
れません。

 ・ 演算係数を0.0000に設定してしまった場合、“Err 
00”を表示します。SETキーを長く押してエラー表示
を解除し、正しい値を設定し直してください。（「4 エ
ラー表示と対策」をご覧ください。）

7.3.5 演算機能の設定
本製品は、通常測定（スピンドルの移動量をそのまま表示）と演算測定
の2つの測定機能が搭載されています。
演算機能を実行した場合、測定系により演算方法が異なります。
　ABS系： 表示値＝（プリセット値）＋（演算係数）×（測定原点からの

スピンドル移動量）
　INC系： 表示値＝（演算係数）×（ゼロセット位置からのスピンドル

移動量）
1. パラメータ設定モード開始（「7.3.1 手順1」参照）
2. パラメータの選択（「7.3.1 手順2」参照）
 演算機能が設定可能になります。
3. 演算機能の実行／停止の選択
 ・選択： MODEキーを押して実行／停止を選択してください。

MODEキーを押す度に切り換わります。
 ・確定： SETキーを押して確定してください。
 実行を設定した場合は“Ax”が点滅表示を開始し、演算係数が設
定可能になります。

 停止を設定した場合は次のパラメータ設定へ移ります。

設定例： 1.4140

演算機能の設定
開始

演算係数
設定開始

演算機能停止

項目の切換え

演算機能実行

演算機能の設定

演算係数の設定

7.3.4 最小表示量の切換え（0.001mm機種のみ）
0.001mm機種では最小表示量の設定が変更できます。

1. パラメータ設定モード開始（「7.3.1 手順1」参照）
2. パラメータの選択（「7.3.1 手順2」参照）
 最小表示量が設定可能になります。
3. 最小表示量の設定
 ・選択： MODEキーを押して最小表示量を選択してください。

MODEキーを押す度に「0.001mm → 0.01mm → 
0.001mm」の順で切り換わります。

 ・確定： SETキーを押して最小表示量を確定してください。
 最小表示量が確定すると次のパラメータ設定へ移ります。

最小表示量の
設定開始

7.3.2 カウント方向の切換え
スピンドル移動方向に対するカウント方向が設定できます。
1. パラメータ設定モード開始（「7.3.1 手順1」参照）
2. パラメータの選択（「7.3.1 手順2」参照）
 カウント方向の設定が可能になります。
3. カウント方向の設定
 ・選択： MODEキーを押してカウント方向（正／逆）を選択して

ください。MODEキーを押す度に切り換わります。
 ・確定： SETキーを押してカウント方向を確定してください。
 カウント方向が確定すると次のパラメータ設定へ移ります。 

カウント方向の
設定開始

正方向

スピンドル上昇時にプラス
計数

スピンドル上昇時に
マイナス計数

逆方向

カウント方向の
切換え

カウント方向設定

設定完了（次の
パラメータへ移る）

設定完了（次の
パラメータへ移る）

設定完了（次の
パラメータへ移る）

設定完了（次の
パラメータへ移る）

設定完了（次の
パラメータへ移る）

公差値の
設定開始

公差判定停止

項目の切換え

通常表示

項目の切換え

拡大表示

項目の
切換え

設定完了（次の
パラメータへ移る）

7.3.3 公差判定機能の設定
公差値を設定し測定値に対して合否判定を行うことが出来ます。
公差値は、ABS／INC測定系、通常測定／演算測定それぞれに設定
することが出来ます（合計4通り）。通常測定／演算測定は「7.3.5 演算
機能の設定」を参照してください。

公差判定機能の
設定開始

公差判定機能の設定

1. パラメータ設定モード開始（「7.3.1 手順1」参照）
2. パラメータの選択（「7.3.1 手順2」参照）
 公差判定機能が設定可能になります。
3. 公差判定機能の設定
 ・選択： MODEキーを押して公差判定機能を選択してください。

MODEキーを押す度に「公差判定停止 → 公差判定
実施（通常表示） →  公差判定実施（拡大表示）」の順
で切り換わります。

 ・確定： SETキーを押して公差判定機能を確定してください。
 「通常表示」又は「拡大表示」に設定した場合は、“    ”が点滅表示
を開始し、公差値設定（上限値）に移ります。

 「公差判定停止」に設定した場合は、次のパラメータへ移ります。

注　記 ・ 公差判定機能は、パラメータ設定モードを開始する直
前の測定系（ABS/INC）に設定されます。公差判定
機能を設定したい測定系が選択されていることを確認
してから公差値を設定してください。

 ・ 演算測定で公差判定機能を使用する場合は、演算機
能実行が選択されていることを確認してから公差値を
設定してください。

上限値の設定開始
・ SETキーを長く押してください。
 符号が点滅表示を開始し、設定
 が変更可能になります。
・ 変更不要な場合は、SETキーを
 押してください。下限値の設定
 へ移ります。

表示無し： ABS測定系
INC表示： INC測定系
Ax表示： 演算機能実行中

設定完了（次の
パラメータへ移る）

最小表示量の設定

最小表示量の
切換え

最小表示量の
切換え

7.3.1 Starting/quitting Parameter setting mode
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